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研 究 者：江口　貴子（所属：東京歯科大学短期大学）

研究題目：植物性素材と野菜、果物による歯の色調および表面性状への影
響について

目　的：
　近年では、人々の歯に対する審美的要求が高まっている１）。ホワイトニングなどにより「白い
歯」を獲得することでセルフケアに対する意識の向上や口腔に対する認知も高まってくると考え
る。しかし、「白い歯」は永久的なものではなく普段人々が摂取している飲食物などにより歯の
色が後戻りすることが報告されている２）。
　歯に着色を引き起こす原因として飲料水ではコーヒーやワイン、お茶類などが挙げられる３）。
食物としてはカレーが知られている４）が、それらはどのようなメカニズムで着色が引き起こさ
れるかは明らかになっていない。そこで、着色飲食物によるエナメル質表面への影響について実
験を行い検討した。

対象および方法：
　試料はウシの抜去下顎前歯を用いた。解凍後、ダイヤモンドソー（株式会社マルトー、東京、
日本）を用いて注水下にて歯頸部、切端部を切断し、歯頸部中央部エナメル質部分を切り出し
た。切り出し後、歯冠唇側エナメル質面を研磨面が測定台と平行になるよう耐水研磨紙

（#1,000）にて研磨し、エナメル質の表面粗さの解析用基準研磨面とした５）。エナメル質試料を
浸漬させる食物としてカレーの香辛料として用いられているターメリック（以下 TM 群）、赤ト
ウガラシ（以下 RP 群）、トマト（以下 TO 群）、対照として MilliQ 水（以下 MQ 群）の４群に
設定した６）。色調の変化は、浸漬液を１試料につき 30 mL 用いて 37℃インキュベーター内で振
盪させながら３時間浸漬させ、浸漬前後の測色を行った７）。測色は微小面分光式差計（MSP-
300H、日本電色工業、東京、日本）を用いて CIE1976L*a*b* 表色系の L*、a*、b* を測定し、Δ
L*、Δ a*、Δ b*、Δ E*ab を求めた８）。なお、浸漬液は pH 測定器（pH-11B、コンパクト pH
メータ LAQUAtwin、HORIBA）を用いて、浸漬前後で評価を行った。エナメル質表面粗さ
は、3D レーザー顕微鏡（LEXT OLS4000、オリンパス株式会社、東京、日本）を用い、粗さ

（Sa）の値を求めた５）。

L*a*b* 表色とは色を表示する方法
　L* は明度（明るさ）を示し、値が大きいほど明るい色であることを表わす。ａ *、ｂ * は色座標と言い、２
つの値で座標上の１点が示され、ａ * が＋の値であれば赤方向、−の値であれば緑方向の色あいであること
を示し、ｂ * が＋の値であれば黄方向、−の値であれば青方向の色あいであることを示す。
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結果および考察：
　測色の結果を図１～４に示す。図４に示す色差値（Δ E*ab）は、色差すなわち色の変化を表
したものだが、その数値は最も高いのは TM 群であった。その次に数値が高いのは RP 群で
あった。TM 群や RP 群は、黄色みを示すΔ b* 値も上昇した。 藤江と大羽９）や西と北原 10）の
報告によると、カレーに含まれるターメリックの黄色成分はクルクミンであると報告されてい
る。また、クルクミンはジケトン系の天然色素であることが報告されており 9，10）、本研究ではこ
のターメリック中のクルクミンが作用し、黄色みを示すΔ b* 値が増加したと考えられる。RP 群
のレッドペッパー、すなわちトウガラシには、カプサンチンと言われる赤色を示すカロテノイド
が含まれているが、カプサンチンはパプリカにも含まれ、橙から赤を呈する天然色素であ
る９～11）。このことより、RP 群のΔ b* 値が変化した理由として、天然色素であるカプサンチンが
作用し橙に変化する過程でΔ b* 値にも影響があったのではないかと考えらえた。
　エナメル質表面粗さについては、MQ 群、TM 群、RP 群では浸漬前後で大きな差はみられな
かったが TO 群においては浸漬後の値が増加傾向を示しており、エナメル質表面が粗造になっ
たと考えられた（図５）。エナメル質が脱灰を示す臨界 pH は、5.5 といわれている 12）。また、谷
島ら７）によると、pH2.5、3.0、3.5 の浸漬液にエナメル質試料を浸漬させた結果、浸漬前のヌー
プ硬さと比較して、浸漬後 15 分でのヌープ硬さの減少が著しく、エナメル質表面が脱灰を開始
したと報告している。本研究でも TO 群が MQ 群、TM 群、RP 群に比べエナメル質の表面粗さ
が粗くなった原因として、TO 群の pH が 4.0 とエナメル質臨界 pH5.5 を大きく下回っていた

（表１）ことから、エナメル質表面が脱灰されることによって表面の粗さが出たことが示唆され
た。しかし、すべての群において有意差は認められなかったため、試料数の増加や浸漬時間の見
直しを行い、さらに検討を進めていく必要がある。
　今回の研究を通して、香辛料に含まれている天然色素が歯の着色をきたす要因になっているこ
とが明らかとなった。外来性着色への予防やホワイトニング後の後戻り防止を指導する際、個人
の口腔内状況、食物の特性について考慮し、一人一人セルフケアの大切さを伝えていき、定期的
な専門的口腔衛生を行っていく必要があると考える。

図 1　各浸漬液におけるΔL* 図 2　各浸漬液におけるΔa*
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図３　各浸漬液におけるΔb*

図５　各浸漬液の Sa 値

図４　各浸漬液におけるΔE*ab

表１　各浸漬前後の pH 測定値
浸漬前 浸漬後

MQ 6.5 6.7
TM 6.7 6.7
RP 5.4 5.3
TO 4.0 4.0
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